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と
い
う
話
は
収
ま
り
、
内
部
留
保
は
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。

　

で
は
、
社
会
福
祉
法
人
は
指
摘
に
対
し
、

全
く
「
無
罪
」
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
社
福

は
行
政
が
行
う
べ
き
社
会
福
祉
事
業
を
行
う

「
行
政
事
業
請
負
型
法
人
」
だ
け
で
は
な
く
、

（
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
）
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
福
祉
や
社
会
事
業
な
ど
を
行
う
「
公
益

法
人
」
と
い
う
別
の
性
格
を
持
っ
て
お
り
、

非
営
利
で
あ
っ
て
も
最
低
限
の
利
益
を
確
保

し
、
利
用
者
や
地
域
へ
還
元
す
る
財
政
的
な

余
力
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
部
の
法
人
役
員
は
、「
社
会

福
祉
事
業
だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
公
的
な
使
命

を
果
た
し
て
い
る
」「
特
養
だ
け
や
っ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
で
よ
い
」
と
思
い
違
い
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

部
も
前
へ
推
し
進
め
る

た
め
に
、
今
後
も
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」。

　

続
い
て
来
賓
挨
拶
を

し
た
赤
枝
衆
議
院
議
員

は
、「
国
が
推

進
し
て
い
る

個
室
ユ
ニ
ッ

ト
を
推
し
進

め
る
た
め
に
、

近
く
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
の
議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
、
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
、
携
え

た
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
祝
辞
を
読

み
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
第
1
号
議
案

「
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
＝
3

面
参
照
＝
」、
第
2
号
議
案
「
平
成
26
年
度
事

業
計
画
（
案
）
＝
2
面
参
照
＝
及
び
収
支
予
算

（
案
）」、
第
3
号
議
案
「
役
員
人
事
に
つ
い
て
」

の
全
案
を
承
認
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
赤
枝
会
長

が
昨
年
度
開
催
し
た
『
第

7
回
全
国
研
修
大
会
in
宮

崎
』の
野
邊
正
凉
大
会
長
、

井
手
明
利
実
行
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
実
行
委

員
（
10
施
設
）
に
表
彰

状
を
授
与
し
た
。
ま
た
、

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
の

　

赤
枝
会
長
は
、
開
会
挨
拶
と
し
て
推
進
協
の

9
年
間
の
活
動
お
よ
び
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
「
本
日
は
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま

た
梅
雨
空
の
お
足
元
の
悪
い
中
、
ご
参
集
賜
り

ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
地
域
医
療
に
力
を
注
が
れ
て
い
る
皆

様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
推
進
協
は
平
成
17
年
10
月
の
前
倒
し

介
護
報
酬
改
定
の
際
に
、
福
祉
施
設
を
自
分
た

ち
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
平
成

17
年
８
月
15
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
９
年
間
、
関
係
省
庁
へ
は
何
度
も
足
を

運
び
陳
情
も
何
度
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

舛
添
要
一
元
厚
生
労
働
大
臣
時
代
に
は
、
経

営
実
態
調
査
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
、
多
床
室

と
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
を
分
け
て
公
表
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
我
々
の
訴
え
が
通
り
ま
し
た
が
、
政

権
が
変
わ
る
と
ま
た
元
に
戻
る
と
い
っ
た
繰
り

返
し
で
中
々
要
望
が
通
ら
な
い
。
我
々
が
今
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
我
々
の
実

情
を
議
員
の
先
生
に
説
明
し
て
ご
理
解
い
た
だ

き
、
国
会
で
審
議
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
皆

さ
ん
が
地
元
で
代
議
士
の
先
生
に
説
明
さ
れ
て

き
た
積
み
重
ね
を
結
集
し
、
厚
労
省
・
財
務
省

等
関
係
省
庁
へ
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
間
近
に
控
え
、

推
進
協
を
前
へ
進
め
よ
う
と
い
う
皆
様
の
力
を

結
集
す
る
時
期
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
執
行

　
「
社
会
福
祉
法
人
は
金
に
な
る
こ

と
し
か
や
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た

き
っ
か
け
は
特
養
が
抱
え
る
多
額
の

内
部
留
保
だ
っ
た
が
、
貸
借
対
照
表

を
正
確
に
読
め
ば
、
批
判
は
当
た
ら

な
い
。
内
部
留
保
に
は
、
借
入
金
の

返
済
の
ほ
か
、
施
設
の
増
改
築
や
大

規
模
修
繕
の
費
用
、
新
た
な
事
業
整

備
に
活
用
で
き
る
預
貯
金
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
る
。「
内
部
留
保
し
て
溜

め
込
ん
で
い
る
の
は
ケ
シ
カ
ラ
ン
」

（4）
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1 面 第 9 回社員総会
【特別講演】
『社会福祉法人制度の在り方検討
の背景と求められる経営』

講師：千葉正展先生
2面 26 年度事業計画案（抜粋）
 第 1回理事会報告
 支部便り
 ユニットケア研修報告
3面 26 年度収支予算書（案）
4面　ニュースを読む
 介護関連ダイジェスト

ニ
ュ
ー
ス
を
読
む

社
会
福
祉
法
人
は
ど
う
な
る

共
同
通
信
客
員
論
説
委
員  

楢
原
多
計
志　

内
部
留
保
の
活
用
で
社
会
貢
献
求
め
る

事
務
局
よ
り

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
し
ま
す

（
無
料
）

　

社
会
福
祉
法
人
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
財
務
諸
表

の
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

推
進
協
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
な
い
会
員
施
設
様
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

　

ご
希
望
の
施
設
様
は
、
推
進
協
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
４
５
・
９
２
１
・
０
４
６
２
）

■
６
月
13
日
（
金
）

　

全
国
研
修
大
会
in
千
葉
実
行
委
員
会

（
千
葉
県
浦
安
市
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
）

■
６
月
24
日
（
火
）

　

第
１
回
理
事
会
、
第
９
回
総
会
総
会

（
東
京
都
港
区
・
国
際
文
化
会
館
）

推
進
協
活
動
報
告

（
平
成
26
年
6
月
〜
7
月
）

【
研
修
会
、
勉
強
会
等
報
告
】

■
6
月
23
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

平
成
26
年
度
第
1
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管

理
者
研
修
（
横
浜
市
鶴
見
区
・
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
鶴
見
）

■
6
月
23
日
（
月
）

指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
し
ょ
う

じ
ゅ
の
里
鶴
見
）

【
今
後
の
予
定
】

□
平
成
26
年
度
第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修

（
大
阪
）
7
月
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

（
仙
台
）
7
月
23
日
（
水
）
〜
25
日
（
金
）

（
横
浜
）
7
月
29
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

（
静
岡
）
7
月
29
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

（
札
幌
）
8
月
5
日
（
火
）
〜
7
日
（
木
）

□
7
月
15
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地

研
修
施
設
勉
強
会
〈
近
畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
〉

（
大
阪
市
中
央
区
・
大
阪
社
会
福
祉
協
議
会
）

�
�
�
�
�
�
研
修
情
報

介

護

関

連

審

議

会

等

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

第９回社員総会今
日
的
な
取
り
組
み
は
社
福
の
王
道

特別講演 独立行政法人福祉医療機構
経営リサーチセンター
リサーチグループリーダー千葉 正展

講演中の千葉氏
赤枝会長

　

６
月
24
日
、〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
３
の
矢
〞

で
あ
る
「
新
成
長
戦
略
」「
骨
太
方
針
」「
規
制

改
革
実
施
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
柱
は

法
人
税
改
革
と
岩
盤
規
制
の
打
破
の
２
つ
。
介

護
関
係
で
は
社
会
福
祉
法
人
（
社
福
）
の
優
遇

見
直
し
が
際
立
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
い
ま
、
社

福
改
革
な
の
か

▽
既
得
権
団
体
の
典
型
か
？

　
「
ま
る
で
社
福
包
囲
網
だ
よ
」。
南
関
東
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
を

運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
理
事
長
は
苦
々

そ
う
に
口
を
開
い
た
。
地
元
自
治
体
か
ら
の
強

い
依
頼
も
あ
り
、
亡
父
か
ら
引
き
継
い
だ
法
人

や
施
設
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
き
た
。
借
入
金
返

済
や
増
改
築
費
の
ね
ん
出
、
介
護
職
員
の
確
保

に
追
わ
れ
、「
特
養
１
施
設
当
た
り
内
部
留
保

３
億
円
」
と
聞
い
て
も
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
と

い
う
。

　

そ
れ
が
、
内
部
留
保
を
理
由
に
「
民
間
参
入

を
阻
む
既
得
権
益
組
織
」（
同
理
事
長
）
の
よ

う
に
一
方
的
に
非
難
さ
れ
た
挙
句
、
頼
り
の
国

か
ら
「
時
代
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
」「
財
務
諸

表
を
公
開
し
ろ
」「
内
部
留
保
を
使
っ
て
新
し

い
事
業
を
考
え
ろ
と
言
わ
れ
て
も
…
」と
嘆
く
。

▽
報
酬
改
定
は
内
部
留
保
の
状
況
で

　
「
新
成
長
戦
略
」
と
「
骨
太
方
針
」
は
、
社

会
保
障
制
度
の
在
り
方
と
し
て
①
「
自
然
増
」

も
含
め
聖
域
な
く
見
直
す
②
能
力
に
応
じ
て
負

担
す
る
制
度
へ
転
換
す
る
③
医
療
・
介
護
の
提

供
体
制
を
適
正
す
る
た
め
都
道
府
県
が
目
標
を

設
定
す
る―

な
ど
。

　

ま
た
介
護
分
野
に
つ
い
て
は
①
医
療
・
介
護

な
ど
を
一
体
的
に
経
営
で
き
る
非
営
利
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
型
法
人
（
仮
称
）
を
創

設
す
る
②
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
法
人

の
内
部
留
保
の
状
況
を
踏
ま
え
て
適
性
化
す
る

③
法
人
に
社
会
貢
献
を
義
務
付
け
る―

な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
政
府
の
規
制
改
革
会
議
や
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。

▽
公
益
活
動
の
原
資

　

こ
れ
よ
り
前
の
同
月
16
日
、
厚
生
労
働
省
は

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
正
案
の
次
期
通
常
国
会

へ
の
提
出
を
目
指
し
、検
討
会
に
見
直
し
案（
最

終
報
告
書
）
＝
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
＝
を
示
し

た
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
介
護
保
険
制
度
施

行
な
ど
に
よ
っ
て
社
会
情
勢
や
社
会
保
障
制
度

が
変
化
し
た
こ
と
を
強
調
し
、
法
人
に
地
域
に

お
け
る
公
益
的
活
動
を
法
的
に
義
務
付
け
た

り
、経
営
の
透
明
性
や
経
営
能
力
を
高
め
た
り
、

法
人
監
督
を
強
化
し
た
り
す
る
こ
と
を
書
き
込

ん
だ
。

　

い
ず
れ
も
規
制
改
革
会
議
な
ど
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
た
課
題
に
応
え
る
形
の
記
述
が
多
い

が
、
公
益
的
活
動
の
資
金
は
内
部
留
保
（
寄
付

含
む
）
で
全
額
賄
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
内
部

留
保
を
持
た
な
い
法
人
は
ど
う
す
る
の
か―

な

ど
、ま
だ
具
体
性
に
乏
し
く
説
得
力
に
欠
け
る
。

　

個
人
的
な
感
想
で
恐
縮
だ
が
、
見
直
し
案
を

読
む
限
り
、
他
の
政
府
機
関
か
ら
の
批
判
を
か

わ
そ
う
と
い
う
意
図
が
明
け
透
け
。
だ
が
、
肝

心
な
社
会
福
祉
法
人
の
将
来
像
が
見
え
て
こ
な

い
。（
了
）

■
第
12
回
社
会
福
祉
法
人
の

在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会

（
６
月
16
日
）

　

こ
れ
ま
で
11
回
の
論
議
を
踏
ま
え
て
取
り

ま
と
め
た
報
告
書
「
社
会
福
祉
法
人
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
案
を
議
論
し
、
大
筋
で

了
承
し
た
。
今
後
、
厚
労
省
は
報
告
書
の
趣

旨
に
沿
っ
て
平
成
27
年
通
常
国
会
に
社
会
福

祉
法
改
正
案
な
ど
を
提
出
す
る
意
向
。
報
告

書
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
論
点
は
以
下
の
通
り

＝
要
点
＝
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
。

■
報
告
書
案
の
要
点

（
注
）
５
つ
の
課
題
ご
と
に
「
現
状
認
識
」

と
「
検
討
会
の
意
見
」
の
２
本
立
て
。
第
12

回
検
討
会
で
指
摘
さ
れ
た
個
所
を
修
正
し
、

近
く
正
式
な
報
告
書
と
し
て
社
会
・
援
護
局

長
に
提
出
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
制
度
の
見
直
し
に
お
け
る
論
点

１　

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
の
推
進

【
検
討
会
の
現
状
認
識
】

○
社
会
福
祉
法
人
は
補
助
金
や
税
制
優
遇
を
受

け
て
お
り
、
社
会
や
地
域
で
公
益
的
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
▽
実
例
「
地
域
交
流
の
場

の
提
供
」「（
施
設
外
で
の
）
成
年
後
見
人
の
受

諾
」「
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
」「
生
活
保
護
世

帯
の
子
ど
も
へ
の
教
育
支
援
」
な
ど
。

○
行
政
庁
は
法
人
が
公
益
的
な
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
活
動
の
明
確
化
や
規

制
緩
和
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

○ 

活
動
資
金
は
余
剰
金
の
活
用
の
ほ
か
、

寄
附
な
ど
の
自
主
財
源
が
考
え
ら
れ
る
。

【
検
討
会
の
意
見
】

○
地
域
の
公
益
的
な
活
動
を
法
律
上
、
実
施

義
務
と
明
記
す
べ

き
。

○
所
轄
庁
の
画
一

的
な
指
導
に
な
ら

な
い
よ
う
活
動
は

法
人
の
自
主
性
を

尊
重
す
べ
き
。

○
公
益
的
な
活
動

に
支
障
が
出
な
い

よ
う
規
制
緩
和
を

検
討
す
べ
き
。

○
特
別
な
事
情
が
な
く
公
益
活
動
を
実
施
し

な
い
法
人
を
行
政
指
導
す
べ
き
。

２　

法
人
組
織
の
態
勢
強
化

【
検
討
会
の
現
状
認
識
】

○
理
事
会
、
評
議
員
会
、
理
事
長
、
理
事
等
の

役
割
が
機
能
せ
ず
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
不
十
分
。

○
理
事
長
の
世
襲
化
を
避
け
る
た
め
評
議
員

会
が
理
事
を
選
任
し
、
理
事
の
中
か
ら
理
事

長
を
選
任
す
る
仕
組
み
が
必
要
。

○
社
会
福
祉
法
人
は
公
益
社
団
法
人
・
公
益

財
団
法
人
と
同
等
以
上
の
組
織
体
制
や
透
明

性
が
必
要
。

【
検
討
会
の
意
見
】

○
評
議
員
会
が
理
事
を
選
出
す
る
仕
組
み
を

検
討
す
べ
き
。

○
評
議
員
会
を
法
人
運
営
重
要
事
項
の
議
決

機
関
と
し
て
全
法
人
に
設
置
す
る
よ
う
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
（
小
規
模
法
人
に
は
配
慮

す
べ
き
）。

○
理
事
に
損
害
賠
償
責
任
、
特
別
背
任
罪
の

適
用
な
ど
を
検
討
す
べ
き
。

○
理
事
長
を
補
佐
す
る
経
営
委
員
会
、
執
行

役
員
等
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
。

３　

法
人
の
規
模
拡
大
・
共
同
化

【
検
討
会
の
現
状
認
識
】

○
法
人
の
経
営
者
の
視
点
と
し
て
事
業
展
開
や

規
模
拡
大
を
志
向
す
る
戦
略
的
経
営
が
重
要
。

○
特
段
の
事
情
が
な
い
合
併
や
事
業
譲
渡
は

難
し
い
が
、
複
数
法
人
に
よ
る
協
働
化
は
事

業
規
模
と
し
て
有
効
。

【
検
討
会
の
意
見
】

○
合
併
・
譲
渡
の
要
件
や
手
続
き
の
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
。

○
複
数
法
人
の
理
事
を
兼
務
で
き
る
よ
う
規

制
を
緩
和
す
べ
き
。
た
だ
し
、「
乗
っ
取
り
」

を
誘
発
し
な
い
よ
う
評
議
員
会
に
よ
る
点
検

の
導
入
を
併
せ
て
検
討
す
べ
き
。

○
複
数
の
非
営
利
法
人
が
社
団
型
の
社
会
福
祉

法
人
を
設
立
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
。

４　

法
人
運
営
の
透
明
性
の
確
保

【
検
討
会
の
現
状
認
識
】

○
法
人
に
関
す
る
情
報
は
個
人
情
報
に
属
す

る
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
公
表
す
る
必
要
が

あ
る
。

【
検
討
会
の
意
見
】

○
財
務
諸
表
等
の
公
表
は
法
律
上
の
義
務
と
し

て
検
討
す
べ
き
○
公
表
様
式
を
統
一
す
べ
き

○
余
剰
金
は
目
的
を
持
っ
た
積
立
金
と
し
て

整
理
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
仕
組
み
を
検

討
す
べ
き
。

○
定
款
、
役
員
名
簿
、
役
員
報
酬
規
程
等
は

公
表
の
義
務
付
け
を
検
討
す
べ
き
。

○
都
道
府
県
や
国
が
財
務
諸
表
等
を
集
約
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
補
助
金
の
額
を
公

表
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
。

○
客
観
的
な
指
標
を
用
い
た
経
営
診
断
の
仕

組
み
を
導
入
す
べ
き
。

５　

法
人
の
監
督
の
見
直
し

【
検
討
会
の
現
状
認
識
】

○
公
益
的
活
動
の
責
務
を
果
た
さ
な
い
法
人

は
厳
し
く
行
政
指
導
す
る
な
ど
メ
リ
ハ
リ
が

必
要
。

○
財
務
諸
表
等
は
経
営
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
基
礎
的
資
料
で
あ
り
、
正
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
所
轄
庁
の
能
力
・
体
制
を
懸
念
す

る
意
見
も
あ
っ
た
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
は
重
要
で
あ
り
、

第
三
者
評
価
の
一
層
の
活
用
が
必
要
。

【
検
討
会
の
意
見
】

○
財
務
に
か
か
わ
る
監
査
は
外
部
監
査
の
活

用
を
図
る
な
ど
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
。

○
設
立
認
可
は
資
産
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
О
な
ど
の
活
動
実
績
を
要

件
と
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
。

○
一
定
規
模
以
上
の
法
人
に
は
公
認
会
計
士

等
に
よ
る
外
部
監
査
を
義
務
付
け
る
べ
き
。

○
所
轄
庁
の
監
督
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

基
準
の
策
定
や
研
修
の
実
施
を
検
討
す
べ
き
。

○
法
人
の
自
主
的
判
断
に
よ
っ
て
第
三
者
評

価
の
受
審
が
増
え
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
。

○
評
価
機
関
等
に
よ
る
評
価
の
バ
ラ
つ
き
を

是
正
す
る
た
め
評
価
機
関
の
共
通
基
盤
づ
く

り
を
検
討
す
べ
き
。

■
介
護
人
材
確
保
地
域
戦
略

会
議
（
６
月
17
日
）

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
策
定

を
前
に
、
厚
生
労
働
省
が
都
道
府
県
に
介
護

人
材
の
需
要
・
供
給
を
推
計
し
て
報
告
す
る

よ
う
要
請
。
ま
た
福
祉
人
材
確
保
の
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
支
援
事
業
の
活
用
を
呼

び
掛
け
た
。

■
第
２
回
福
祉
人
材
確
保
対

策
検
討
会
（
６
月
20
日
）

　

平
成
27
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
前
に
、

介
護
従
事
者
確
保
事
業
や
介
護
福
祉
士
資
格

取
得
制
度
見
直
し
な
ど
を
検
討
す
る
方
針
を

確
認
し
た
。
ま
た
厚
労
省
が
示
し
た
新
た
な

論
点
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
必
要
性
」
を

了
承
。
京
都
市
地
域
密
着
型
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど
関
連
団
体
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

■
第
1
０
３
回
介
護
給
付
費

分
科
会
（
６
月
25
日
）

議
題　

平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け

て
（
区
分
支
給
限
度
基
準
額
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
＝
論
点
を
抜
粋
＝

【
区
分
支
給
限
度
基
準
額
】

○
限
度
額
を
超
え
て
い
る
割
合
が
増
え
て
い

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。
併
せ
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
重
度
や
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ

ス
や
複
合
サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
多
機
能
型
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
現

行
の
限
度
額
の
水
準
を
ど
う
考
え
る
か
。

○
包
括
報
酬
サ
ー
ビ
ス
は
独
自
の
限
度
額
の

設
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
加
算
を
拡
大
す
る
こ
と
で
も
限
度
額
引
き

上
げ
と
同
じ
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適
正
化
は
避

け
ら
れ
な
い
」「
包
括
サ
ー
ビ
ス
に
は
独
自

の
限
度
額
が
あ
っ
て
よ
い
」
な
ど

【
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

○
特
定
事
業
所
集
中
減
算
や
独
立
型
事
業
所

と
併
設
事
業
所
（
い
わ
ゆ
る
同
一
経
営
グ

ル
ー
プ
下
の
事
業
所
含
む
）
の
在
り
方
を
ど

う
考
え
る
か
。

○
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
場
合

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

○
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上
を
ど
う

評
価
す
る
か
。

○
多
職
種
連
携
の
強
化
、
地
域
ケ
ア
会
議
、

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
の
活
用
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
福
祉
用
具
貸
与
の
単
独
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
不
要
と
し
た
ら
ど
う
か
。

○
同
一
建
物
居
住
者
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
減
算
し
た
ら
ど
う
か
。

○
新
し
い
地
域
支
援
事
業
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
ケ
ア
マ
ネ
の
公
正
中
立
性
を

保
つ
仕
組
み
が
必
要
だ
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

個
人
の
資
質
の
問
題
と
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
だ
」「
ケ
ア
マ
ネ
の
独
立
性
が
問
わ
れ
て

い
る
」
な
ど
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
「
第
３
の
矢
」
閣
議
決
定

厚
労
省　

次
の
通
常
国
会
に
改
正
案
提
出
へ

※
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
情
報
は
１
面
下

に
記
載

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
・
赤
枝
雄
一
会
長)

は
、
6

月
24
日
、
東
京
都
港
区
の
国
際
文
化
会
館
・
岩
崎
小
彌
太
記
念
ホ
ー
ル
で
第
9
回
社

員
総
会
を
開
催
し
た
。
赤
枝
会
長
が
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
意
気
込

み
と
取
組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
自
由
民
主
党
の
赤
枝
恒
雄
衆
議
院
議
員
が
来

賓
と
し
て
挨
拶
し
、
近
く
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
員
連
盟
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
を
推
進
し
て
い
く
と
話
し
た
。

貢
献
者
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
元
気
村
の

佐
々
木
亀
一
郎
グ
ル
ー
プ
統
括
本
部
長
、
関
東

福
祉
専
門
学
校
の
阪
田
震
一
校
長
、
同
尾
島
朱

美
教
務
主
任
に

感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

　

さ
ら
に
春
の

褒
章
で
藍
綬
褒

章
を
受
章
し
た杢

野
暉
尚
副
会
長
へ
花
束
を
贈
呈
。

杢
野
副
会
長
は
「
長
年
、
福
祉
を

お
こ
な
っ
て
き
た
結
果
が
受
賞
に

繋
が
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

閉
会
の
辞
の
中
で
野
邊
副
会
長

は
「
今
、
社
会
福
祉
法
人
が
厳
し

い
指
摘
を
受
け
て
国
民
の
目
に
晒

さ
れ
て
い
る
。
内
部
留
保
の
問
題

か
ら
端
を
発
し
、
規
制
改
革
会
議

か
ら
も
地
域
貢
献
を
し
っ
か
り
制
度
で
謳
う
べ

き
で
、
実
施
で
き
な
い
法
人
に
は
罰
則
も
辞
さ

な
い
と
の
厳
し
い
指
摘
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ

に
は
賛
同
す
る
。
非
課
税
組
織
で
社
会
福
祉
法

人
で
あ
る
以
上
、
地

域
貢
献
を
お
こ
な
う

べ
き
だ
。
た
だ
し
社

会
福
祉
法
人
へ
の
課

税
に
は
反
対
す
る
。

社
会
福
祉
法
人
と
し

て
地
域
に
対
し
義
務
を
果
た
す
役
割
が
あ
る
。

地
域
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
が
課

題
だ
。

　

推
進
協
で
は
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
を
理
解
す
る
議

連
を
立
ち
上
げ
る
方
針
だ
が
、
経
営
協
で
は
社

会
福
祉
議
連
の
立
上
げ
を
始
め
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
の
中
で
、
い
つ
ま
で
社
会
福
祉
法
人
が

守
ら
れ
て
い
く
の
か
、
政
治
の
な
が
れ
、
う
ね

り
の
中
、
今
大
き
な
責
め
と
な
っ
て
や
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
お
考
え
い
た
だ
き
、
今
後
取
り

組
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

赤枝恒雄議員

表彰される野邊大会長

右から佐々木グループ統括本部
長、阪田校長、尾島教務主任

杢野副会長

野邊副会長

次
期
改
定
に
向
け
結
集
を 

＝
赤
枝
会
長
＝

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
議
員
連
盟
（
仮
称
）立
ち
上
げ
へ

　

私
も
参
加
し
た
厚
労
省
「
社
会
福
祉
法
人

の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
は
、
最
終
報

告
書
（
7
月
4
日
確
定
）
の
中
で
、
福
祉
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

の
今
日
的
役
割
と
し
て
、
福
祉
制
度
の
谷
間
に

陥
っ
て
い
る
新
た
な
社
会
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
を
義
務
付
け
た
。
ま
た
規
制
緩
和
の
流

れ
に
沿
っ
て
財
務
諸
表
の
開
示
や
評
議
会
の

設
置
な
ど
経
営
の
透
明
化
、
法
人
組
織
強
化
、

監
督
強
化
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

福
祉
制
度
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
時
代
、

社
会
福
祉
法
人
は
制
度
の
枠
を
超
え
て
慈
善

事
業
や
社
会
事
業
で
援
助
を
要
す
る
人
を
支

え
て
き
た
。
そ
の
先
駆
性
・
開
拓
性
に
よ
っ

て
今
日
的
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
、

社
会
福
祉
法
人
の
王
道
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
了
）

【
経
歴
】（
ち
ば
・
ま
さ
の
ぶ
）
慶
應
義
塾
大

学
商
学
部
卒
業
。
厚
生
労
働
省
「
社
会
福
祉

法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」
構
成

員
。
専
門
は
副
経
営
論
な
ど
。
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6
月
23
日
、
推
進
協
は
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
指
導
者
を
対
象
と

し
た
『
平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
』

を
開
い
た
。

　

対
象
と
な
る
指
導
者
は
17
名
。
う
ち

14
名
と
、
参
加
希
望
者
２
名
の
計
16
名

が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
井
手
明
利
施
設
長
（
特
養

望
洋
の
郷
）
は
、「
ユ
ニ
ッ
ト
型
施

設
の
特
徴
を
生
か
し
た
ケ
ア
を
実
践

す
る
た
め
に
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
。
ま
ず
指
導
者
が
十
分
理
解
し
、

受
講
生
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
し
た
。

　

講
義
後
半
の
『
生
活
支
援
の
実
践
』
で
は
、「
起
床
」「
着
替
え
」「
食
事
」

等
、
生
活
に
沿
っ
た
項
目
ご
と
に
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
、
指
導
者
た
ち
は

あ
ら
た
め
て
入
居
者
が
尊
厳
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　

６
月
13
日
、
千
葉
支
部
は
千
葉
県
浦
安
市
の

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・

ホ
テ
ル
で
、
平
成
26
年
度
第
１
回
総
会
を
開
い

た
。

　

25
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
26
年
度
事

業
計
画
（
案
）
と
予
算
書
（
案
）

は
全
会
一
致
で
承
認
。

　

11
月
の
全
国
大
会
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
行
状
況
を
、

事
務
局
が
用
意
し
た
資
料
を

基
に
報
告
し
た
。

　

青
木
直
忠
千
葉
支
部
長
は

大
会
開
催
に
向
け
て
、
再
度

近
隣
の
施
設
等
へ
案
内
を
し
て
欲
し
い
こ
と
、

ま
た
、
申
込
み
先
を
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
で
貼
り
付
け
て
欲
し
い
と
協
力
を
呼

び
か
け
た
。

　

　

6
月
20
日
、
神
奈
川
支
部
は
横
浜
市

鶴
見
区
の
特
養
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
（
秋
津

克
巳
施
設
長
）
で
、
平
成
26
年
度
第
１
回
神
奈

川
支
部
役
員
会
を
開
い
た
。

■
支
部
長
選
任
に
つ
い
て

　

25
年
度
末
で
の
前
支
部
長
退
任
に
伴
う
新
支

部
長
の
選
任
を
行
な
い
、
特
養
み
ん
な
と
暮
ら

す
町
（
川
崎
市
）
の
広
嶋
稔
之
施
設
長
を
神
奈

川
支
部
長
に
。ま
た
、副
支
部
長
に
特
養
ニ
ュ
ー

バ
ー
ド
（
横
浜
市
）
の
辻
田
恭
子
施
設
長
、
監

事
に
特
養
湘
南
く
す
の
木
（
茅
ヶ
崎
市
）
の
山

本
隆
史
施
設
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

■
会
則
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

神
奈
川
支
部
会
則
の
一
部
見
直
し
と
年
会
費

の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
。

■
報
告
事
項

　

平
成
25
年
度
事
業
報
告
と
収
支
報
告
、
平
成

26
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
承
認
。

　

次
回
役
員
会
は
、
８
月
６
日
（
水
）
15
時
よ

り
、
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
に
て
開
催
。
一
般
職
員
向

け
、
管
理
者
向
け
研
修
に
つ
い
て
、
開
催
場
所

や
内
容
を
検
討
す
る
予
定
。

千葉支部

平
成
26
年
度
第
１
回

千
葉
支
部
総
会

神奈川支部 平
成
26
年
度
第
１
回
神
奈
川
支
部
役
員
会

　

6
月
23
日
か
ら
25
日
の
3
日

間
、
推
進
協
は
横
浜
市
鶴
見
区

の
特
養
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴

見
で
平
成
26
年
度
1
回
目
の
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

を
開
い
た
。

　

48
名
の
受
講
者
は
、「
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
理
念
と
意
義
」「
認
知

症
の
理
解
と
権
利
擁
護
」
を
は

じ
め
と
す
る
１
０
４
０
分
の
講

義
を
受
け
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
実
践
的
な

研
修
で
良
か
っ
た
」「
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
実
地
研
修
施
設
を
目

指
し
た
い
」
等
の
声
が
あ
っ
た
。

　

次
回
は
、
12
月
に
大
阪
と
横

浜
で
開
催
予
定
（
受
講
生
募
集

中
）。

　

テ
キ
ス
ト
の
章

立
て
は
厚
生
労
働

省
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
テ
キ
ス
ト
要

項
に
基
づ
い
て
作

成
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
①
執
筆
者

に
は「
個
別
ケ
ア
」

を
基
本
と
し
た
も

の
を
依
頼
し
、
汎

用
性
の
高
い
も
の

と
す
る
②
現
場
で

す
ぐ
に
活
用
で
き
る
内
容
③
普
遍
性
の
高
い
も

の
を
目
指
す
。

　

執
筆
及
び
編
纂
費
用
、
テ
キ
ス
ト
作
成
費
用

の
予
算
は
１
７
２
万
５
千
円
の
見
込
み
（
編
集

会
議
費
用
や
そ
の
他
経
費
は
含
ま
ず
）。

【
第
３
号
議
案
】
役
員
人
事
に
つ
い
て

　

３
名
の
人
事
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

[

理
事]

清
水
富
志
子
（
近
代
老
人
福
祉
協
会
・

常
務
理
事
）

[
監
事]

栗
田
淳
二
（
特
養
ヘ
ル
シ
ー
ハ
イ
ム
・

施
設
長
）

[

神
奈
川
支
部
長]

広
嶋
稔
之
（
特
養
み
ん
な

と
暮
ら
す
町
・
施
設
長
）

【
報
告
事
項
】

　

田
伏
清
全
国
支
部
長
会
代
表
、
栗
野
裕
治
総

務
企
画
・
広
報
委
員
長
、
藤
村
二
朗
介
護
保
険

委
員
長
、
江
澤
和
彦
研
修
委
員
長
・
老
健
部
会

代
表
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
２
回
理
事
会
は
11
月
13
日
開
催
予
定
。

　

6
月
24
日
、
推
進
協
は
東
京
都
港
区
の
国

際
文
化
会
館
で
、
平
成
26
年
度
第
１
回
理
事

会
を
開
き
、
同
日
午
後
に
開
か
れ
る
総
会
に

向
け
て
議
案
の
内
容
を
審
議
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
の
件

　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
了
承
し
た
。

＝
３
面
25
年
度
決
算
報
告
参
照
＝

【
第
２
号
議
案
】
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
新
テ

キ
ス
ト
作
成
に
つ
い
て

　

新
テ
キ
ス
ト
の
概
要
及
び
予
算
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　

Ａ
４
版
２
５
０
ペ
ー
ジ
、
初
版
５
０
０
部

を
予
定
。

(3) （2）

平
成
26
年
度
第
1
回
理
事
会
開
催
報
告

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

指
導
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

貸　 借　 対　 照　 表
平成26年 3月31日現在

一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会　　　　　　　　　 （単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金 95,803 290,960 △195,157
普通預金 23,542,220 14,496,192 9,046,028
未収入金 508,840 145,150 363,690
貯蔵品 312,822 153,040 159,782
前払費用 492,755 0 492,755

流動資産合計 24,952,440 15,085,342 9,867,098
２．固定資産
（１）基本財産

基本財産合計 0 0 0
（２）特定資産

特定資産合計 0 0 0
（３）その他固定資産

ソフトウェア 1,042,825 0 1,042,825
長期前払費用 5,505,680 8,258,519 △2,752,839
その他固定資産合計 6,548,505 8,258,519 △1,710,014

固定資産合計 6,548,505 8,258,519 △1,710,014
資産合計 31,500,945 23,343,861 8,157,084

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金 2,371,000 3,625,000 △1,254,000
前受金（次年度会費） 17,940,000 16,920,000 1,020,000
前受金（次年度ユニットケア研修費） 3,105,000 0 3,105,000
預り金 56,105 50,000 6,105
預り金（ユニットケア） 1,531 0 1,531
賃貸料積立 900,000 900,000 0
賃貸料積立借入 300,000 300,000 0
未払費用 5,734,947 1,055,876 4,679,071
未払法人税等 70,000 0 70,000

流動負債合計 30,478,583 22,850,876 7,627,707
２．固定負債 0 0 0
固定負債合計 0 0 0
負債合計 30,478,583 22,850,876 7,627,707

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産 0 0 0
２．一般正味財産 1,022,362 492,985 529,377
正味財産合計 1,022,362 492,985 529,377
負債及び正味財産合計 31,500,945 23,343,861 8,157,084

一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会　　　　　　　　　 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

１．流動資産
現金 手元保管 活動資金として 95,803

一般事業
ユニットケア研修事業

普通預金 三井住友銀行　麹町支店 活動資金として 23,542,220
（普通）８７６９８９９ ユニットケア用口座 3,624,905
（普通）８７６９９０２ 4,617,043
（普通）８９５７６４４ 15,300,272

未収入金 受講者施設・事業所 ユニットケア研修事業における受講料の未収分 508,840

ユニットケア研修前払費用 492,755
会場料 ユニットケア研修事業における会場料前払分 380,155
事務局旅費 ユニットケア研修事業における旅費前払分 83,200
書籍購入費 ユニットケア研修事業における書籍購入費前払分 29,400

貯蔵品 312,822
切手 一般事業に供する貯蔵品 24,140
切手 ユニットケア研修事業に供する貯蔵品 21,420
書籍 ユニットケア研修事業に供する貯蔵品 267,262

流動資産合計 24,952,440
２．固定資産

（１）基本財産 0
（２）特定資産 0
（３）その他固定資産 6,548,505

ソフトウェア ホームページ HP作成費用のうちプログラム部分の未償却残高　 1,042,825
長期前払費用 未償却残高 5,505,680

固定資産合計 6,548,505
31,500,945

１．流動負債
預り金 57,636

預り金 源泉所得税他 一般事業における源泉所得税の未払分等 56,105
預り金（ユニットケア） 源泉所得税 ユニットケア研修事業における源泉所得税の未払分 1,531

未払金 2,371,000
ユマカナコーポレーション 一般事業に係る人件費未払分 2,100,000
受講料等 ユニットケア研修事業受講料等返金の未払分 271,000

前受金 21,045,000
会費前受金 会費 一般事業における会費前受分 17,940,000
ユニットケア研修費前受金 ユニットケア研修費 ユニットケア研修事業における受講料前受分 3,105,000

賃貸料積立 900,000
賃貸料積立借入 300,000

未払費用 5,734,947
ユマカナコーポレーション 一般事業における人件費未払分 900,000
印刷製本費、事務用品費 一般事業における諸費用未払分 27,323
旅費等 一般事業における諸費用未払分 126,125
荷造運搬費、通信費等 一般事業における諸費用未払分 59,316
ユマカナコーポレーション ユニットケア研修事業における人件費未払分 2,100,000
実地研修施設手数料 ユニットケア研修事業における諸費用未払分 1,680,000
広告宣伝費 ユニットケア研修事業における諸費用未払分 639,870
印刷製本費、事務用品費 ユニットケア研修事業における諸費用未払分 58,722
通信費、荷造運搬費 ユニットケア研修事業における諸費用未払分 60,534
旅費 ユニットケア研修事業における諸費用未払分 83,057

未払法人税等 法人県民税、法人市民税均等割 70,000
流動負債合計 30,478,583

２．固定負債
　退職給付引当金 0
　長期借入金 0

固定負債合計 0
30,478,583
1,022,362

財　産　目　録
平成26年 3月31日現在

資産合計

正味財産
負債合計

一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会　　　　　　　　　 （単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ 事業活動によるキャッシュ・フロー
１．当期一般正味増減額 529,377 △139,980 669,357
２．キャッシュフローへの調整額

長期前払費用償却及び減価償却費 2,770,514 0 2,770,514
未収入金の増減額 △363,690 △145,150 △218,540
貯蔵品の増減額 △159,782 △153,040 △6,742
前払費用の増減額 △492,755 △8,258,519 7,765,764
預り金の増減額 7,636 50,000 △42,364
未払費用の増減額 4,749,071 1,055,876 3,693,195
未払金の増減額 △ 1,254,000 △5,418,976 4,164,976
前受金の増減額 4,125,000 390,000 3,735,000
小計 9,381,994 △12,479,809 21,861,803

３．指定正味財産増加収入
補助金等収入
受取補助金等振替額 0 0 0
指定正味財産増加収入計 0 0 0

事業活動によるキャッシュ・フロー 9,381,994 △12,479,809 21,861,803
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
１．投資活動収入

固定資産売却益収入 0 0 0
投資活動収入計 0 0 0

２．投資活動支出
ソフトウェア取得支出 △1,060,500 0 △1,060,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,060,500 0 △1,060,500
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
１．財務活動収入

受取国庫助成金収入 0 20,000,000 △20,000,000
財務活動収入計 0 20,000,000 △20,000,000

２．財務活動支出
一般正味財産への振替額 0 20,000,000 △20,000,000
財務活動支出計 0 20,000,000 △20,000,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 0 0 0
Ⅳ 現金及び現金同等に係る換算差額 0 0 0
Ⅴ 現金及び現金同等の増減額 8,850,871 △12,619,789 21,470,660
Ⅵ 現金及び現金同等の期首残高 14,787,152 27,406,941 △12,619,789
Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 23,638,023 14,787,152 8,850,871

キャッシュ・フロー計算書(間接法）
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

平
成
25
年
度 

決
算
報
告

◆
貸
借
対
照
表
（
表
1
）

　

資
産
合
計
３
１
、５
０
０
、９
４
５
円
。
う
ち

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
費

を
、
そ
の
他
固
定
資
産
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

１
、０
４
２
、８
２
５
円
計
上
。

　

負
債
合
計
３
０
、４
７
８
、５
８
３
円
と
一
般

正
味
財
産
合
計
１
、０
２
２
、３
６
２
円
の
合
計

３
１
、５
０
０
、９
４
５
円
で
、
資
産
と
負
債
は

合
致
。

◆
正
味
財
産
増
減
計
算
書
（
表
２
）

　

今
期
の
当
期
経
常
増
減
額
は
５
９
９
、８
８
３

円
。
税
引
後
の
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、

５
２
９
、３
７
７
円
。
期
首
残
高
４
９
２
、９
８
５

円
と
合
算
し
て
当
期
一
般
正
味
期
末
残
高
は

１
、０
２
２
、３
６
２
円
。

◆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書（
間
接
法
）（
表

３
参
照
）

◆
財
産
目
録
（
表
４
参
照
）

【
重
要
な
会
計
方
針
】

（
１
）
固
定
資
産
の
減
価
償
却
方
法

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
＝
定
額
法
に
よ
る

　

長
期
前
払
費
用
＝
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業

開
始
前
の
支
出
費
用
。
実
質
、
繰
越
資
産
の
開

業
費
に
該
当
す
る
も
の
。

（
２
）
消
費
税
の
会
計
処
理
方
法

　

税
込
処
理
と
す
る
。

● 2日：番号制度は医療・介護に必要か（厚生労働省・医療等分野における番号制度
の活用等に関する研究会）
●4日：介護離職予防へ100社で実証実験（厚労省）、一括法案、参院厚労委で審議入り（参
院厚生労働委員会）、医療情報の全国ネット化、18 年度が目標（政府）
● 5日：介護人材、専門性確立やイメージアップを（厚労省・福祉人材確保対策検討会）
● 9日：社会保障制度改革推進会議、12 日に発足（政府）
● 10 日：初のＥＰＡベトナム人候補者が来日（経済連携協定）、訪問診療見直し・介
護事業者にも影響大（公明党・地域包括ケアシステム推進本部）、ヘルスケアリート・
高齢者住宅対象にガイドライン（国土交通省）、社会保障給付の適正化など盛り込む（政
府・経済財政諮問会議）
● 12 日：認知症対応でグループホームの医療連携など議論（社会保障審議会・介護給
付費分科会）、集合住宅の不適切事例、介護の対応は？（介護給付費分科会）
● 17 日：地域の公益活動、全法人で実施を（社会福祉法人の在り方等に関する検討会）
● 18 日：一括法案、参院厚労委で可決（参院厚生労働委員会）
● 19 日：自己負担２割に　特養ホーム「軽度」除外（医療介護総合推進法）、医療・
介護一括法が成立（参院本会議）
● 20 日：介護処遇改善法案など４法案を可決（参院厚生労働委員会）
● 23 日：介護人材確保へ、グランドデザイン必要（厚労省・福祉人材確保対策検討会）
● 26 日：ケアマネ、医療との連携も課題に（介護給付費分科会）、区分支給限度基準
額の見直しは？（介護給付費分科会）
● 27 日：「介護留学生」就労可能に（臨時国会）

6 月の『１行ニュース』まとめ推進協ホー
ムページと

連動

推進協ホームページで毎日更新している「1行ニュース』1か月分のタイトルをまとめました。
※日付は１行ニュースにアップした日。

平成 26年度第 1回
ユニットケア施設管理者研修
平成 26年度第 1回
ユニットケア施設管理者研修

新
神
奈
川
支
部
長
に

広
嶋 

稔
之 

氏

ユニット
ケア施設
管理者研
修、ユニッ
ト リ ー
ダー研修

受講希望の方は、推進協ホー
ムページよりオンライン申込
みができます。
ht tp : / / s u i s h i n k yo . n e t /
unitcare/

後期受講
申込み
受付中！

後期受講
申込み
受付中！

ユニットケア研修
　

第
9
回
社
員
総
会
に
お
い
て
、
左
記

計
画
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
一
部
抜

粋
）。

１
役
員
会
・
組
織
運
営
（
省
略
）

２
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業

　

平
成
26
年
度
の
契
約
数
は
前
年

対
比
1
・
５
倍
を
目
標
に
、
支
部

と
連
携
し
各
都
道
府
県
、
政
令
指

定
都
市
へ
契
約
締
結
に
向
け
働
き

か
け
る
。

▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研

修　

2
回
3
か
所
で
実
施

▽
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修　

４

期
15
か
所
で
実
施

３
組
織
強
化
等
に
関
す
る
事
項

（
省
略
）

４
研
修
等
の
実
施

▽
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

　

年
12
回
開
催
予
定

▽
全
国
研
修
大
会
in
千
葉

　

11
月
13
（
木
）、
14
日
（
金
）

　

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・

ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル

▽
研
修
委
員
会
研
修

　

年
３
回
程
度
予
定

５
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

　

経
営
実
態
調
査
他
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

６
広
報
出
版
活
動

「
推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
」
毎
月
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

７
関
係
省
庁
、
関
係
機
関
と
の
連

携
（
省
略
）

８
支
部
長
会
、
委
員
会
、
部
会
の

開
催

▽
支
部
長
会　

年
３
回
開
催
予
定

（
東
京
、
大
阪
、
千
葉
）

▽
介
護
保
険
委
員
会　

複
数
回
開

催
予
定

▽
研
修
委
員
会
、
総
務
企
画
・
広

報
委
員
会
、
老
健
部
会　

各
年
２

回
程
度
開
催
予
定

平成 26年度事業計画案 【方針】ユニットケア、個別ケアを推進し高齢者の明るい未来をつくる

【厚労省】職場意識改善助成金制度
【日本政策金融公庫】新規開業資金

推進協ホームページに各リ
ンクあり。詳細につきまし
ては各機関へお問い合わせ
ください。

融資
制度の
ご紹介

＜表 1＞

＜表 2＞

＜表 3＞

＜表 4＞

一般社団法人　全国個室ユニット型施設推進協議会　　　　　　　　　 （単位：円）

科目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（１）経常収益

事業収益 70,237,699 26,879,908 43,357,791
一般事業 20,759,500 26,879,908 △6,120,408

会費収入 19,315,000 18,510,000 805,000
全国研修大会収入 0 4,462,000 △4,462,000
研修会収入 509,500 2,449,500 △1,940,000
総会収入 935,000 940,000 △5,000
協賛金 0 350,000 △350,000
その他雑収入 0 160,000 △160,000
支部会費 0 8,408 △8,408

ユニットケア研修事業 49,478,199 0 49,478,199
ユニットケア研修収入 46,879,000 0 46,879,000
書籍販売収入 731,330 0 731,330
現地調査収入 1,800,360 0 1,800,360
受取手数料 65,000 0 65,000
受取利息 2,509 0 2,509

受取補助金等 0 20,000,000 △20,000,000
受取補助金等振替額 0 20,000,000 △20,000,000

雑収益 1,547 233,878 △232,331
受取手数料 0 2,457 △2,457
受取利息 1,547 4,631 △3,084
雑収益 0 226,790 △226,790

経常収益計 70,239,246 47,113,786 23,125,460
（２）経常費用

事業費 50,274,441 28,354,768 21,919,673
長期前払費用償却（ユニットケア研修費用） 2,752,839 0 2,752,839
業務委託費 10,800,000 2,251,975 8,548,025
会議費 355,000 640,965 △285,965
会場費 2,213,519 3,971,616 △1,758,097
謝金 4,570,800 2,086,362 2,484,438
旅費 10,107,127 13,559,964 △3,452,837
実地研修施設手数料 12,720,000 0 12,720,000
支払手数料 325,290 0 325,290
通信費 656,486 0 656,486
通信運搬費 164,183 746,694 △582,511
事務用品費 267,249 582,490 △315,241
印刷製本費 1,870,947 3,305,852 △1,434,905
広告宣伝費 495,460 0 495,460
書籍購入費 1,554,038 0 1,554,038
雑費 1,144,917 892,570 252,347
借料損料（リース料） 257,911 316,280 △58,369
減価償却費 17,675 0 17,675
租税公課 1,000 0 1,000

管理費 19,364,922 18,898,998 465,924
会議費 1,823,371 1,963,342 △139,971
広告宣伝費 67,475 215,151 △147,676
旅費交通費 3,230,084 823,412 2,406,672
謝金 900,560 0 900,560
通信費 185,817 290,635 △104,818
リース料 110,534 337,260 △226,726
事務用消耗品費 278,486 167,284 111,202
器具什器費 2,300 420,370 △418,070
印刷製本費 1,036,496 754,099 282,397
通信運搬費 921,855 288,490 633,365
諸会費 30,000 110,000 △80,000
支払手数料 149,940 46,710 103,230
雑費 328,092 292,755 35,337
人件費（委託費） 7,200,000 12,000,000 △4,800,000
業務委託費 1,337,430 731,840 605,590
会場費 1,270,780 0 1,270,780
新聞図書費 477,902 456,450 21,452
租税公課 13,800 1,200 12,600

経常費用計 69,639,363 47,253,766 22,385,597
評価損益等調整前当期経常増減額 599,883 △139,980 739,863
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 599,883 △139,980 739,863

２．経常外増減の部
（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
法人税・住民税 70,506 0 70,506
当期一般正味財産増減額 529,377 △139,980 669,357
一般正味財産期首残高 492,985 632,965 △139,980
一般正味財産期末残高 1,022,362 492,985 529,377

Ⅱ  指定正味財産増減の部
受取補助金等 0 20,000,000 △20,000,000

受取国庫助成金 0 20,000,000 △20,000,000
一般正味財産への振替額 0 20,000,000 △20,000,000
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 1,022,362 492,985 529,377

正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

※ホームページに掲載


